
うれしいお手紙が飯綱町役場に届きました！

学校は、地域の皆さまに見守られていることに、改めて感謝いたします。「たった一言が

人の心を傷つける。たった一言が人の心をあたためる。」新型コロナウイルス対応で下を向

きがちな日々ですが、一通のお手紙から、心があたたまりました。ありがとうございます。

交通安全集会 「とまる・みる・まつ」～「お礼」

７月１７日（金）の朝の時間に体育館で交通安全集会を行

いました。２名の長野中央警察署員の方から、歩くときと自

転車の乗るときに気を付けることを教えていただきました。

横断歩道や交差点では必ず「とまる」こと。右・左・右と安

全確認として自分の目で「みる」こと。信号機のある交差点

では青になるまで、信号機のない横断歩道では自動車が止ま

ってくれるまで「まつ」こと。また、交通安全集会に合わせ

いつもお仕事お疲れ様です。

私は近くに住む者で、昨年11月より飯綱町に移住してきました。新しい所は何かと不安でしたが、役場職

員の方の温かい笑顔と親切な対応に、ほっとしたことが思い出されます。今日は、日頃の感謝と難しい状況で

頑張ってくださっている皆様にお礼を伝えたく、筆を執った次第です。

昨今の新型コロナウイルスの影響で、皆様におかれましては、細心の注意を払いながら働いておられること

と存じます。役場の仕事は全てリコートとはいかず、また、私たちの生活の場としても、休業にできない職種

です。その中で、リスクを負いながらお仕事をなさっている方々は、本当に立派だと感じています。（中略）

そして、学生さんの大きな声でのあいさつにも励まされ、心がなごみます。「なんていい町なんだろう。」

と。私の大切にしている言葉に、「心配ごとがあると心は沈む。しかし、良い言葉によって心が晴れる。」と

いうものがあります。言葉には力があるという格言です。まさにこの町の人に元気をもらっています。ありが

とうございます。

まだまだ自粛が続きますが、町長さんはじめ、職員の皆様、どうぞ、ご自身のお身体を大切に、お気を付け

てお仕事をされてください。（後略）

【交通安全集会の様子】

【横断歩道で、止まっていただいた自動車の運転手さんに、お礼のあいさつをする様子】
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て、６年生が「交通安全カード」（低・高学年、大人用３種類下図）を作りました。数年前

に、県内で保護者が子どもを自動車に乗せていて大きな事故が発生していることから、教職

員及び保護者向けのカードも作りました。みんなで「交通事故ゼロ」を心がけましょう。

日本自動車連盟（JAF）の調査によると、信号機のない横断歩道を渡る際の自動車の一時

停止率は、ここ数年連続して長野県が断トツ全国１位だそうです。これは、子どもの頃から、

止まってくれた自動車の運転手にお礼を言う姿にあるという指摘がされています。三水っ子

たちの、「この姿」（写真）に、大人たちは学ばなければいけないと思います。

タンザニア紹介の会 「スィスィ ソーテー サワサワ」
７月９日（木）の朝の活動の時間に、児童会の奉仕委員

会主催で「タンザニア紹介の会」を行いました。今年度も、

タンザニア出身で飯綱町在住の小林フィデアさんと小林一

成（かずしげ）さんご夫妻をお招きして、タンザニアの子

どもたちの現状や自然豊かな国の様子についてお話してい

ただきました。アルミ缶を集めることで、タンザニアの子

どもたちを助ける活動につながることも知りました。最後

に、「私たちはみんな同じ人間」という意味の「スィスィ ソーテー サワサワ」という言

葉を教えていただき、フィデアさんの思いが伝わってきました。

B＆Gプール（「青い海」〈ブルーシー〉と「緑の大地」〈グリーンランド〉）
７月に入ってから、B＆Gプールをお借りし

て、各学年２回の水泳学習を行いました。新型

コロナ感染予防のため、今年度の水泳学習はこ

れで終了です。夏休み等に是非ご家庭で、水遊

びや水泳に親しんでほしいです。

授業参観週間（7月 13日〈月〉～16日〈木〉）
今年度初めての授業参観でした。お忙しい

中ご参観くださり、ありがとうございます。学

級懇談会は、２学期に開催予定です。例年と違

った１学期でした。２学期は、8月 18 日（火）

スタートです。よろしくお願いいたします。

【タンザニア紹介の会の様子】

【B＆Gプールでの水泳学習の様子】

【授業参観週間の様子】


